
第８回やまぐち高校生県議会 

会  議  録 
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  議   

議長（柳居俊学君）   

 これより第 回やまぐち高校生県議会を 会

し、 ちに 日の会議を きます。 

 

 

  議長    

議長（柳居俊学君）   

 日のやまぐち高校生県議会は、 を う

県内の高校生の さんに、県議会の や県行

政 の理 と関心を高めていただくことを目的

として をするものであります。 さん、ど

う よ しくお願いをいたします。 

 

 

      

議長（柳居俊学君）   

 日 第１、会 定の を議題といたします。 

 やまぐち高校生県議会の会 は、 日１日と

いたしたいと思います。これに御 議ございま

せんか。 

    〔 議なし と ぶ者あり〕 

議長（柳居俊学君）   

 御 議なしと めます。よって、会 は 日

１日と 定をいたしました。 

 

  知事  

議長（柳居俊学君）   

 続きまして、村岡嗣政山口県知事から、御

を きます。 

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君） 

 

 高校生議員の さん、こんにちは。山口県知

事の村岡嗣政です。 

 今日は、これからの県政について、 さんと

議 ができることを大いに しみにしてやって

まいりました。この高校生県議会が さんにと

っても、そして、 々県にとっても 意 なも

のとなりますように、しっかりと議 したいと

思いますので、よ しくお願いいたします。 

 さて、今、私たちを取り く環境は、目まぐ

るしい変 を続けています。そしてコロ を

に、人々の意 、 、働き方、様々な

面で大きな変化が生じています。 

 こうした中で、私は、 も大切な県 の 様

の 、そして 、さらには らし、これらを

しっかりと っていかなければいけない、こう

した思いを一 くしています。 などに

備えた医療の充実、そして大 な自然

の対策、国際 勢の変 に え る、経済・

料・ ネル ー、そうした安全保 の 化など

は大変喫緊の課題であります。 

 また、 が国のデジタル化の れが き り

となってまいりました。あら る分 でデジタ

ル を 用する取組が今まさに に進んで
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いるとこ です。山口県でも全国に先 けたデ

ジタル改革を進めております。その一環として、

生 １人１台のタブレ の の 、

これを 用した一人一人に り った教育の充

実などにも取り組んでいるとこ です。 

 デジタル は、地方が える多くの課題の

、そして新しいイ ベー ンの 出を可

能にします。さらには都市と地方の 差を

する大きな可能 を していると考えています。

地方においてこそ、この を 極的に 用し

ていって、様々な現 での実 を進めていかな

ければなりません。 

 そして、さらに、 レ ークなど、 や

所に われない働き方が 及をして、人々の地

方 の関心も年々高まってきています。人口減

少が加 している中で、山口県 の新たな人の

流れを 出していく取組も大変重要です。 

 一方で、国際的な課題も 在化しています。

地 温 化による気 変 が様々な を及

している中で、 社会の実現に けた取組

を進め、２０５０年までに温 スの 出

を全体として ロにする、 ー ンニ ー ラ

ルを目指すこととされています。 

 が んで、産 部 からの温 ス

の 出 が多いこの山口県にとって、これを削

減しながら産 を成 させていく、こうしたこ

とは極めて しい課題であります。しかしなが

ら、 極的な温 化対策によって、産 、

また経済社会を変革をさせ、 来の大きな成

につなげていく、まさに ンチをチ ンスに変

える意 を って、産 と一体となって、そ

の実現に をしていかなければなりません。 

 これからの県づくりは、こうした状況を踏ま

えて進めることが大変重要です。私は、様々な

課題を するための 策を 的に をし

て、県 の さんが、山口ならではの かさと

を じながら、未来に 望を って らせ

る、安心で 望と に ちた山口県、これを

実現したいと考えております。 

 そのためには、これを成し る人 が 可

です。そうした人 の 保に けた人づくり、

これを 極的に進めていきます。 来の予 が

しい、こうした にあって、 るさと山口

に りや を って、そして、高い志、行

を った未来を う人 を育成していきたい

と考えています。 

 そうした人 こそが、まさに さんのような

い人たちです。 さんが未来を切り いてい

くための を重ねていくことができる、そし

てまた、 を育み、その に かって をし

ていくことができる、そうした環境をつくって

いくことに全 を げていきたいと考えており

ます。 

 さんには、この高校生県議会を に、県の

様々な取組 の関心を高めて、そして、さらに

極的に様々なことに 加をしていただきたい

と思っております。今日は、 さんならではの

のある御意見や御 を けることを大いに

待をしております。 

 どう よ しくお願いします。 

議長（柳居俊学君）   

 日の会議に出席をしております 与員は、

お手 に配付のとおりでございます。 

 

   議    

議長（柳居俊学君）   

 日 第２、高校生議員の自 を行います。 

 高校生議員の さんは、 前 の下関・

地 から地 ごとに 登壇の上、自 を

お願いいたします。 

    〔下関・ 地 の議員登壇〕 

長    

 下関・ 地 、 高等学校１年、

です。 

 大 高等学校３年、 依 です。 

 じく３年、中村 です。 

 下関中等教育学校２年、重 晴 です。 

 じく２年、竹島藍子です。 

 じく２年、山 です。 

 下関 大学付属高等学校２年、 です。 

 じく２年、 です。 

    〔 員一 〕（拍手） 

― 11 ―



 

 

村 君  

 

 

〔 部・萩地 の議員登壇〕 

   

 部・萩地 、厚 高等学校２年、安達心

です。 

 じく２年、山 です。 

 萩 高等学校２年、 です。 

 じく２年、中村 です。 

 進高等学校２年、 です。 

 じく２年、 山 です。 

 サ ル高等学校２年、 村 です。 

 じく２年、加 です。 

 じく２年、 しずくです。 

 じく２年、 です。 

    〔 員一 〕（拍手） 

君  

俊 君 村 君  

村  

 

 

     

 

〔山口・ 地 の議員登壇〕 

   

 山口・ 地 、 高等学校３年、小

です。 

 じく３年、 です。 

 山口高等学校２年、 大然です。 

 じく２年、中村 です。 

 山口 高等学校２年、 上 飛です。 

 じく２年、 内 です。 

 学園高等学校２年、 村 です。 

 じく２年、 です。 

 じく２年、村岡 多です。 

    〔 員一 〕（拍手） 

君  

君 村 君 君  

村 君  

村岡 君  

 

    〔 地 の議員登壇〕 

   

 地 、下 高等学校２年、 結 です。 

 じく２年、 山 です。 

 高等学校２年、 村 です。 

 じく２年、小 です。 

 高等学校３年、 下新 です。 

 じく３年、山 です。 

 山高等学校２年、志 です。 

 じく２年、 人です。 

 じく２年、清水一 です。 

    〔 員一 〕（拍手） 
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村  

君 君  

君 君 君  

 

〔 国・ 地 の議員登壇〕 

柳    

 国・ 地 、 大島高等学校２年、

晴 です。 

 じく２年、 です。 

 国 高等学校３年、 上純です。 

 じく３年、 中 大です。 

 じく３年、 下 です。 

 じく３年、山 です。 

 高等学校３年、岡村 です。 

 じく３年、 内 です。 

 高水高等学校２年、 純 です。 

 じく２年、 です。 

 じく２年、安 です。 

    〔 員一 〕（拍手） 

 

君 君  

君 岡村 君  

君  

 

 

 

   議    

議長（柳居俊学君）   

 日 第３、 気な山口県をつくっていくため

の取組を議題とし、高校生議員による質問に

ります。 

 質問の 告がありますので、 発言を し

ます。 

 厚 高等学校、安達心 さん。 

    〔安達心 さん登壇〕（拍手） 

   

 

 山口県立厚 高等学校２年生の安達心 です。 

 私からは、 気な山口県をつくっていくため

の取組として、 流をするための 所づ

くりについて、 と質問をさせていただきま

す。 

 日 における の 態は、加 的に変化

してきています。かつては、 の人数も多く、

を えた人 関 を つことができてい

ました。しかし、現 では、単 や２人 が

多くなり、 内での人 関 が単純化されて

きました。 

 さらに、現在の山口県では、人口の減少と少

子高 化の進行が課題になっており、地 では、

自 会・子供会の の や、 所付き合い

の 化が進んできています。実際、私の

地 も子供の減少により、子供会がなくなりま

した。 

 このように、 が関わる 会が少なくな

っていることは、社会全体の問題だと考えます。

な なら、 流は、社会 を育 ために

可 であり、 流することで 気や意 、生
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きる をもらえ、 の が 待できる

ものだと考えているからです。 人が自ら 流

していくことは大切ですが、自 体等が 会を

けることが必要ではないでしょうか。ただし、

一方の だけが するのではなく、 に

るものがある 流でなければならないと考え

ています。 

 そこで、私は 者と高 者が 働して の

発を行い、それを県内の 化が進み利用が

少なくなっている で るという企画はどうか

と考えました。 料は山口県の 産 を 用し、

所は公 を利用します。高 の方々には、

の 供や調理指 といった を ってい

ただくことができれば、 支援にもつながる

と思います。また、 者から を け、生き

がいにもなります。 

 一方、 い にとっては、目上の人とのコ

ニ ー ンの中から様々なことを学び、

した や地 の 化 の 会にもなり

ます。私の考える企画によって、 の

流の 進だけではなく、私が う厚 高校のそ

ばを る のような の危 にある

の 化にもつながるのではないでしょうか。 

 そこで、山口県の 流に関する 策に

ついて質問させていただきます。人 関 が

化した社会の中で、私たち 者はこのような

流を経 し、山口県の人・ のよさや 化

・ を学んでいける 会を必要としています。 

 また、実際、私が んでいる地 の高 者か

ら を聞くと、自分の経 を に する

が しい、 い と 流する 会が少なく

て しい、などといった意見が上がりました。

現在は、 が う 所も られており、全

が一 に利用したくなる の整備や 加

しやすいイベン の企画を行っていく必要があ

ると思います。 

 このような中、県としては 流するた

めの 所・ 会について、どのように考えてい

らっし いますか。また、今 の がありま

したらお聞かせください。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 厚 高等学校、安達議員の御質問にお答えし

ます。 

 安達議員がおっし るように、子供から高

者までの幅 い の 流、これは大変重要

なことだという うに思います。子供の やか

な成 、そして、高 者等の生きがいの 出、

こうしたことはもとより、地 の 化にもつ

ながる 意 なものであります。この 進を

ることは大変重要であるという うに考えてい

ます。 

 山口県におきましては、全国に先 けて県内

全ての公立の小中学校、高等学校、そして、総

合支援学校等に をしましたコ ニ ・

スクール、この取組の中で、子供たちが地

の さんの を て、地 の 化を学

んだり、地 の産 を体 するなど様々な で

流が行われています。 

 また、中山 地 では、地 の 化に け

て地 と大学生が連 ・ 働しながら、地

資 を生かした ー を る ーク

プを行い、発 会を するなど、 の

を えた 働の が がっています。 

 しかし、残念ながら、コロ でこうした

流や の多くが を けました。まだコロ

前の状態には っていませんが、コロ を経

したことで、私たちは人と人とのつながり、

そして、 流の ・重要 を改めて をし

たのではないでしょうか。コロ の はいま

だ見 せていませんが、私はこうした の変

化をてこにして、今 、様々な 流 をコロ

の前よりも 発化をさせて、地 の新たな

の 出につなげていきたいと考えています。 

 このため、県におきましては、現在策定を進

めております県の総合 画やまぐち未来維新プ

ラン、この重点プロジェク におきまして、

流 大による 出プロジェク を掲げまし

た。その中で、 化・ 、ス ー 、県

― 14 ―



 

など様々な分 の 流 を 進していくこ

ととしています。 

 その一環として、例えば山口 め など、

これまで県 の 気を 出してきた山口きらら

記念公園を 流による 出の 点として

位置づけ、様々なイベン の実 や の整備

を じて、全ての が 発に 流する や

会を 出をしていきます。そして、その取組や

その を く県内の 地に 及をさせていき

たいと考えています。 

 私はこうした取組を じて、 者だけではな

く、あら る が 流・ する 会を 出

して、地 の 気と県全体の を高めていき

ます。 

 安達議員をはじめ、高校生の さんも、県の

こうした取組に とも 極的に 加をしてい

ただいて、山口県を一 に り上げていただき

ますようにお願いします。 

 また、安達議員御 の の 発・ 、

こうしたことは、地 の高校生、また高 者の

流 進に加えて、 や 道の を高めて、

地 全体の 化にもつながる大変 い企

画だと思って聞かさせていただきました。地

や学校の で がさらに まって実現に け

て進んでいくことを 待をしています。 

 とも の 流がさらに進 ことをこ

れから考えて、 策をしっかりと進めていきた

いと考えております。 

 

議長（柳居俊学君）   

 下 高等学校、 山 さん。 

    〔 山 さん登壇〕（拍手） 

   

 

 山口県立下 高等高校２年の 山 です。 

 私からは、山口県における校 運用や改定

の きについて２点質問させていただきます。 

 年、 を中心に教育目的を達成するた

めに必要かつ社会 念上、合理的と められる

を れている校 であるブラ ク校 が

題になっています。 

日新聞の県内の記事の中に、県教 学校安

全・体育課によると、県内でも一部の県立高校

で、 行や をする際に学校 け出る、校

体 の加 や 会 加に学校の 可を

づける、下 の は 、 ーブロ クは な

として などの校 がある。もともと

の が明るいなどの がある生 には、 学

に地 明 の 出を 出させる学校もある

と記 されており、県内でもブラ ク校 と思

われるものが されています。 

 この状況に対して、完全にプライバ ーの

、だけど では訴えられないのが 当に

しい、進学や のためだと言われますが、前

が にかかっているだけで や進学がで

きないと思いませんといった意見もあります。

かに、学生であるという自 を ち、年 に

当した を心がけることも ーの視点で

大切だと思います。 

 しかし、さきに げたとおり、中には社会的

に理 の にくい校 や にそぐわない校

があるのが現状です。また、県教育 員会は

年７ に校 見 しに関して、見 しは 校の

実 に応じ、保護者、生 、地 と十分に し

合った上で されるべきだと べています。 

 そこで質問です。校 について、県内の学校

で見 されている一方、まだブラ ク校 が残

っている現状もあります。校 の運用や改定を

全県に めていくためにどのような手だて、対

策をされますか、お いします。 

 また、校 運用や改定には、さきに べた県

教育 員会のお考えのように、保護者、生 、

地 と十分に し合って改定されることが大切

だと考えます。そのため、校 の運用や改定に

もっと保護者、生 、地 が関われるように整
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備することが必要です。例えば、学校単位での

校 の公 や、保護者、生 、地 、教員で

成される 員会の 立などです。校 の運用や

改定には少なからず先生方の考えが っていま

す。その中で、私たち生 にも発言する 会が

あれば、より 全な学校運営に づくと考えま

す。また、校 の公 で保護者や地 の方の

画も可能になるのではないでしょうか。こうし

た きの 進には県の方の が 可 です。 

 そこで質問です。今私が した の実現に

ついてどのようにお考えでしょうか。また、

の改善策などがあればお聞かせください。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 教育 。 

    〔教育  志君登壇〕 

長（ 君）   

 下 高等学校、 山議員の校 運用や改定

の きについての２点の御質問にお答えします。 

 まず、校 の運用や改定を全県に げていく

ための手だて、対策についてのお尋ねです。 

 校 は、生 の さんが 全な学校生 を営

み、よりよく成 していくための行 の目安と

して、 学校において定められており、 さん

が学校生 を る上で重要な を たしてい

ます。 

 また、その内 については、学校・地 の状

況や の進 等を踏まえ、 えず 極的に見

すとともに、その運用においては、生 の

さんが校 を自分のこととして え、自 的に

っていくようにすることが大切です。 

 このため、県教育 員会では、 年 、

高校に対して改めて校 の見 しや運用につい

ての考え方を示し、全国の教育 員会や学校に

おける取組事例を しながら見 しに取り組

よう依 をしたとこ です。 

 また、校 や教 、生 指 の 当教員を対

象とした 会等において、 えず校 の見

しを行う 会を つことや生 が自 的に校

を うとする意 を うことなどについて

言をしているとこ です。 

 県教 としましては、今 も 続的に 高校

に働きかけ、校 の 切な運用や改定の取組を

全県に げてまいります。 

 に、 山議員が された校 の運用や改

定に関する の実現についてのお尋ねです。 

 校 の運用や改定は、 山議員が言われるよ

うに、 学校の実 に応じ、生 ・保護者・地

等で十分に し合った上で行うことが大切で

あると考えています。現在、県内の多くの高校

においては、校 について生 総会で生

が議 したり、学校運営 議会で保護者や地

の方々が 議していますが、県教 では、生

の さんの思いをより一 させるため、学

校運営 議会に生 が 加し、保護者・地 の

方々と一 になって し合う 会をつくるよう、

学校に働きかけているとこ です。また、学

校関 者に校 を く知っていただくことは大

切なことであり、その方 については、国の考

え方や 県の取組等も 考にしながら、今 、

高校に 言をしていきます。 

 県教 としましては、今 も県内の高校にお

いて、校 が 切に運用されるよう取り組んで

いきますので、 山議員をはじめ、高校生の

さんも、校 を自分のこととして え、校 に

関する 議等に 体的に 加をしていただき、

かな学校生 を られることを 待をしてい

ます。 

 

議長（柳居俊学君）   

 下関中等教育学校、竹島藍子さん。 

    〔竹島藍子さん登壇〕（拍手） 
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 下関中等教育学校２年、竹島藍子です。 

 私からは、県立公園内の遊具整備に関する質

問と、子育て・教育に対する山口県の姿勢につ

いて質問をさせていただきます。 

 １点目に、県内に５か所ある山口県立の都市

公園についての質問です。 

 今回私たちは萩ウェルネスパークと維新百年

記念公園にて現地調査を行い、様々な問題点を

発見しましたので報告いたします。 

 まず萩ウェルネスパークでは、遊具の整備に

多くの気がかりがありました。例えばターザン

ロープの飛びつく位置は高校生の私の胸のあた

り１３０センチほどの高さにあり、小さな子供

が安全に利用することはできません。 

また、ブランコ２席のうち片方が損失してお

り、さらに残ったもう１つも、小学校３年生に

なる私の妹が乗って遊ぶことができないほど傾

いた状態でした。 

 もう一方の、維新百年記念公園においても危

険箇所があります。調査を行ったのはよく晴れ

た夏の日でしたが、滑り台の滑降部、滑り面が

金属製で非常に高温となり、男の子がお尻の痛

みを訴えているのを目にしました。高温注意の

張り紙があるものの振り仮名は振られておらず、

また子供の視点では見えづらい高さに掲示され

ていました。いずれの公園内においても、十分

な安全対策と遊具のユニバーサルデザイン化が

なされていないという印象がぬぐえません。 

 そこで１点目の質問です。子供が安全に遊べ

る、そして保護者の方も安心して利用できる県

立公園の運営のために、これらの改善を行って

いただくことは可能でしょうか。 

 ２点目に、子育て・教育に対する山口県の姿

勢について質問です。 

 やまぐち維新プラン、１０７ページでは、理

想の子供の数と実際の子供の数に差が生じてい

ることを既に御指摘されておられますが、依然

としてこれまでの県の取組によって状況が改善

されたとは言えない状況です。 

兵庫県明石市が、子供の医療費無償化や第２

子以降の保育料の完全無料化など、独自の改革

的な取組によって９年連続で人口増加を達成し

ているという報道は記憶に新しいことと思いま

す。市レベルの取組を単純に県全体に当てはめ

ることはできませんが、結婚から子育てまでの

切れ目のない支援を充実させるには、子育て支

援関連予算の大幅な増額が望まれます。 

 さらに、先日の事前学習会にて総合企画部政

策企画課より配付していただいた資料で、山口

県公立学校での教員志望者の減少、採用倍率の

低下という窮状を知り、これも大きな課題の一

つであると私たちは考えました。教員の待遇を

厚くし、より多くの熱意ある先生方に山口県で

働きたいと考えてもらうことが必要です。 

 しかしながら、その一方で、維新プラン第５

章、１７０ページでは、教員の定数削減、給与

水準の引下げについて言及されていることに驚

きました。 

 以上を踏まえ、２点目の質問です。これから

県としてどのように子育てと教育にまつわる状

況を改善していくおつもりか、方針をお聞きし

たいと思います。 

子供は国や県の未来そのものです。山口県が

はっきりと、子供と教育を大切にするという姿

勢を示し、未来に投資する県であり続けてほし

いと切に願うばかりです。 

 以上２点についてお尋ねいたします。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 下関中等教育学校、竹島議員の御質問のうち、

私からは子育てに対する山口県の姿勢について

のお尋ねにお答えします。 

 少子化の進行は、社会経済の根幹を揺るがし

かねない喫緊の課題です。その流れを変えて、

安心して子供を生み育てることができる環境づ

くりを進めることが極めて重要であると考えて

います。このため、私は現在策定をしているや

まぐち未来維新プランにおいて、結婚、妊娠・

出産、子育て応援、これを重点的に推進するプ
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ロジェク に位置づけ、子供と子育てに しい

社会づくりに けた取組、そして、 に応

じた切れ目のない支援を進めることにしていま

す。 

 具体的には、まず企 や関 体等で 成す

るやまぐち子育て連 、これを 立して、私自

ら プ ンとして先 に立って、子育て県

運 を するとともに、 の資金を 用し

た ン を をして、子育て支援 体の

を支援する。そうしたことなどによって、社

会全体で子育てを応援する取組を既に進めてい

るとこ です。 

 また、 な 所で子育てに関する幅 い

ができるように、県内の １５０か所の地

子育て支援 点を 用して、育 に加えて、

妊娠・出産等の にも対応できるやまぐち

ネウ ラを推進しています。 

 さらに、 い が気 にいつでも子育てに

関する ができるような 組みをつくること

も重要です。今年 から、 プ を

用して２ 、３ ５日対応する子育て

コン ェルジ 、この運用 をしたとこ で

あります。 

 子育て に り った支援の充実に めて

いるとこ です。 

 こうした取組に加えて、安心して子育てがで

きるように、 県独自に多子 の保育料の

減などの経済的な支援を行っております。 

 こうしたこととともに、保育所や 課

クラブ等の 画的な整備も進め、保育サー ス

の充実などの子育て環境の整備を進めていきます。 

 私は、子育て支援は未来 の投資であると考

えています。 い の方々に、安心して子供

を産み育てていくなら山口県と、心から思って

いただけるように、全 で取り組んでまいります。 

 竹島議員をはじめとした高校生の さんにも

子育てしやすい環境づくりに 御 をして

いただきますように、お願いいたします。 

議長（柳居俊学君）   

 部 。 

    〔 部   君登壇〕 

長（ 君）   

 県立公園内の遊具整備についてのお尋ねにお

答えします。 

 県では、遊具を子供にとって安全で しく利

用していただくため、国の イ ラインに づ

き遊具の点 等による対応を 切に実 すると

ともに、必要に応じて注意 も行っていると

こ です。 

 具体的には、日々の目視による点 に加え、

定 的に 者による な点 を実 し、

御指摘のブランコのように 常が発見された遊

具については、状況に応じて利用の中 や

等を行うこととしています。 

 また、ターザンロープのように一定の年 以

上の利用が推 される遊具については、その対

象年 を示すとともに、滑り台のように夏 の

晴 等に熱くなるおそれがある遊具について

は、やけど等に関する注意 を 示した上で、

利用を中 するなどの 置を行っていると

こ です。 

 こうした注意 については、 に保護者

けに子供の危険な行 に対して注意し、遊具の

安全な利用を指 していただくために 示して

いますが、竹島議員の御意見を踏まえ、子供に

も分かりやすく わるよう してまいります。 

 また、 の 無や年 、 にかかわらず

多様な人々が一 に遊ぶことができるインク

ルー ブ遊具について、先 、山口きらら 記

念公園で 的に 置し、実際に遊んでいただ

く企画を実 したとこ であり、その成 も今

の遊具整備に生かしていく考えです。 

 県としては、今 とも もが安心して しく

遊べる公園づくりに取り組んでまいりますので、

竹島議員をはじめ高校生の さんには、 利

用者の視点からの御 をいただきますようよ

しくお願いいたします。 

議長（柳居俊学君）   

 教育 。 

    〔教育  志君登壇〕 

長（ 君）   

 教育に対する山口県の姿勢についてのお尋ね
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にお答えします。 

 山口県では、未来を くたくましい やまぐ

ちっ子 の育成に け、全ての公立学校に

したコ ニ ・スクールの 組みや、１人

１台タブレ 等の 環境を 大 に

用した取組を進めることなどにより、 さん

の かな学びの充実に取り組んでいます。 

 こうした全国に先 けた取組を進める上で、

さんと日々 する教員の たす は大変大

きく、竹島議員の言われるように教員採用

の志願者減少は、県教育 員会でも大きな課題

の一つとして け めています。 

 このため、高校生や大学生を対象に、山口県

で教員として働くことの ややりがいについ

て 手教員が えるセ ーを したり、

教員を志望する大学生を対象とした 県独自の

教員 成 を実 したりするなど、熱意ある志

願者の増加に めているとこ であり、引き続

きこれらの取組の充実を っていきます。 

 県教 では、今 、より質の高い学びの実現

に け教員の人 保に めるとともに、山口

県の みを生かした教育を一 進めてまいりま

すので、竹島議員をはじめとする い さんに

は、 るさと山口に りと を ち、 県の

未来を う人 に成 し していただくこと

を 待しています。 

 

議長（柳居俊学君）   

 山口高等学校、 大然君。 

    〔 大然君登壇〕（拍手） 

君 

 

 山口高等学校２年 大然です。 

 私は高校 学 に 島県から引っ して山口

高等学校 学しました。それから１年、山口

県は自然に まれ地 での 流も んな 所

だと知ることができました。 

 一方で、多くの課題にも気づかされました。

その中でも に大きい課題は高 化です。実際

に 県では全人口に対して 数に い 合で高

者の 合が増加しています。このような高

化 の取組も必要なのはもち んですが、高

化が進んでいくからこそ、高 者がよりよい

らしを ることができるまちをつくり上げてい

くことも、また重要であると考えました。 

 そこで私は、２つの質問をさせていただきま

す。 

 １点目は高 者の の 手 につ

いてです。山口県では今年の 点で、

事 における高 ライバーの 合が

７ と全 の中で も高く、 極的な

が推進されています。 

 ただ、 県は 県と べて公 関が充

実しておらず、生 必 の や など

の生 の支 が大きいという現状があり、

を しやすい環境ではないと言えます。 

 そこで 年、私は総合的な の で、高

者の の 手 に 点を当てて

を行いました。地 の高 者の方たちに

ン ー を行い、 率や の

手 について調査を行いました。 

 その結 として、 に わる公 関の

利用に前 きな姿勢を示す高 者の 合は低く、

の生 に 安を く が多く まりまし

た。加えて、この を じて ニ の

意 が高まっていることも分かりました。

までの 手 の充実化は、地 を支える

い手としての ニ の の を 出する

可能 も 待できます。 

 以上を踏まえ、高 者が利用しやすい

関を整備することは、高 者が らしやすい

気な山口県をつくり上げていく上で大きな意

を つと考えます。 

 そこで、１つ目の質問です。 
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山口県として高 者が に 用しや

すい 関や ス の充実について具

体的な取組をお考えでしょうか、お聞かせくだ

さい。 

 ２点目は 者との関わり方についてです。

県ではやまぐち 気生 という取組が行われ

ています。この取組は高 化の 合が増加した

中山 地 での人手 などを、 者の を

りて バーしていくというものです。 

 として、 の を えた で日

常生 に必要な 能やサー スが 点化される

ことによって、高 者を めた幅 い が

に らしやすい環境が生まれるということが上

げられます。 

 しかし、現状ではこのやまぐち 気生 の

知 は低く、 に 者に対しての 知が行き

いていないと考えます。学校との連 も見

え、 者に く 報 を り、 知 を高め

ていくことで、この取組に わる 者が増え、

中山 地 のみならず山口県全体の 化につ

なげることができます。 

 そこで２つ目の質問です。 

者 のやまぐち 気生 の 知 を 上

させるための具体的な取組をお考えでしょうか。

お聞かせください。 

 以上、２点について質問させていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 山口高等学校、 議員の御質問のうち、私

からは高 者の の 手 について

のお尋ねにお答えします。 

 全国より いス ー で人口減少や少子高

化が進 県において、高 者が生 にわたっ

て地 で するためには、 におけ

る 等の のための 手 を 保するこ

とが大変重要です。 

 このため、私はバ ーの 点も踏まえ

ながら地 の実 に して、高 者にとって利

の高い公 の 保・充実を っていく

ことにしています。 

 具体的には、 市 において利用者の予 に

応じて運行されるデ ン 乗合タク ー等の

や運行などの取組を支援をしているとこ

でありまして、 率的で利 の高い 手

の 保に めているとこ です。 

 また、 ンス プバスの など公

関のバ ー化を進めるとともに、

ー の や運行状況が一目で で

きるバスロ ー ン ス の など、高

者が安心して利用できる環境整備 の支援に

も取り組んでいます。 

 さらに、今 地 において、 を 用し

たデ ン 乗合タク ーや自 運 など、高

者の多様なニー に対応できる新たな

サー スの が一 進 よう、先進的な取組

事例等の 報 供や に けた 言などの取

組を行っているとこ です。 

 私は、今 ともこうした取組を進めることに

より、 の高 者が利用しやすい地

公 の 保・充実を ってまいります。 

 議員をはじめ高校生の さんも、高 化

の進 県の様々な課題 に けて、これか

らも な発想で対応策を考えていただくよう

にお願いします。 

議長（柳居俊学君）   

 岡総合企画部 。 

    〔総合企画部  岡 君登壇〕 

長（ 岡 君）   

 やまぐち 気生 の 知 上についての

お尋ねにお答えします。 

 中山 地 においては、 の や バ

スの 等により日常生 に支 を来す地 も

あることから、県では 的な で、

能や日常生 を支え合うやまぐち 気生 づ

くりを推進しています。これまでに中山 地

のある全１ 市 が取組に 手し、現在７１地

で具体的な が進められています。 

 議員が らしておられる山口・ 地

においても、 き を 用した ニスーパー
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の運営や の実 、 を 用した

報やイベン 報の発 など、地 体等

が中心となった様々な が されています。 

 こうした中、さらなる 気生 づくりの推

進に けては、その 知 を高め、 さんのよ

うな 者や企 等を めた幅 い人 の を結

して進めていくことが重要です。 

 このため県では、 ー ページや サイ

で中山 地 の を発 するとともに、新た

な地 づくりの い手を 保・育成するための

ン ジウ や 会を しています。 

 また、県内の大学生等と連 し、 産 発

や 流 進など、 者の行 や な発想を

生かした地 づくり も進めています。 

 今 の 知 上に けては、議員の御

を踏まえ学校等との連 を一 化し、中山

地 に対する理 を めていただくための県政

出前 ークなどの取組を 極的に実 していき

ます。 

 また、 い に 的な を 用した

報発 など、 者に く 報の充実を り、

中山 地 を支える人 の 出・ 大につなげ

てまいります。 

 

議長（柳居俊学君）   

 大島高等学校、 晴 さん。 

    〔 晴 さん登壇〕（拍手） 

  

 

 山口県立 大島高校２年、 晴 です。 

 私からは、 と人口減少対策についてお尋

ねします。 

 県の高 化率は ３年 で３５ ０ と、

全国 よりも １ イン 高く、全国第３位

の高 化率となっており、 県に先行して高

化が進んでいます。 

 また、年少人口や生産年 人口の減少が大き

いことから、２０ ０年には高 化率が３

となり、今 一 の高 化が進 ことが予

されています。中でも独り らし高 者や 知

高 者の増加が 念されています。 

 そのような中にあって、私の 大島

の高 化率は、 ３年５５ ３ と、全国及び

山口県を大きく上回っています。 

 しかし、私は高 化そのものが問題ではない

と考えます。私は今、 大島高校地 生

で を学んでいて、 の中で か 護

実習を行いました。お年 りと れ合う中で

と考えました。高 化が進んで問題だと聞い

て、お年 りはどのような気 ちになるだ う

と。私であれば、みんなに をかけているよ

うで心 しくなるでしょう。 

 問題はお年 りの 合が増えることではあり

ません。年 を重ねても、その人らしい かな

らしが れるようになるための社会の支えが

しているということが問題なのではないで

しょうか。 

 そこで、１つ目の質問です。 

お年 りが安心して らすためには 護人

の充 は 可 です。一方で 護を必要とする

人やその を支える 護 事者の 働環境の

課題は多く、 護人 の が大きな社会問題

となっており、加えて、 められる 護の内

も年々多様化・高 化し、それに応えられる人

の 成が となっています。 護人 の

数は２０３５年にはおよそ３ ３００人に上り

ます。こうした状況を するために、県はど

のような対策をお考えでしょうか。 

 に、人口減少対策についてです。 

 年の山口県の育 取 率は、

が９ ５ 、男 が１０ ９ となっており、

全国と するとやや高い水準ですが、男 の

取 率が非常に低い状況です。その には、

育 を取 する際の高い ー ルが さ
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れていないことが考えられます。 の人に

を聞くと、出 に が出るのではないかとい

った心配や、育 を取 することによって

所 が減ること の 安、 のしわ せが

に回ってしまい に をかけるといった

が上がりました。 

 また、自分の の理想は が で働き が

を ることだといった ン ー に対し、

成の 合が ９ ２ と 定的 分 意 が

いという調査結 があります。 

 そこで、２つ目の質問です。 

山口県では村岡知事自らイク ス 言を行い、

男 の育 加を率先し、安心して出産・育

ができる環境づくりを支援しておられます。そ

うした に加えて、今 さらに男 の育

取 率を上げていくための具体策と、県 の

出産や育 に対する意 を変革するために、ど

のような対策をお考えでしょうか。 

 以上の２点について質問させていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 大島高等学校、 議員の御質問のうち、

私からは人口減少対策についてのお尋ねにお答

えします。 

 少子高 化と人口減少が進 県においては、

県 もがその と能 を十分に発 し、男

が に生き生きと できる社会を実現する

ことが重要です。 

 このため私は、男 が に 事と子育ての

立を実現できるよう、出産・子育てに 加する

意 改革と出産・子育てしやすい 環境づく

りに取り組んでいます。 

 私も子を つ として、男 が 事や育 に

加することが重要だと考えております。私自

が妊 体 をした 画ですとか、 の中で

が と れ わって、その が が に 事

を行う重要 を を って実 する 画等によ

って、男 の 事・育 の の必要 の発

を行っています。 

 また、 で して子育てに取り組 とい

う意 の 成のために、子育て中の の育

体 を聞けるセ ー等の ですとか、子

育てに 立つ 報を り んだ お さんの育

手 、これも妊娠された御 全てに配付

をする。そうした取組も行っているとこ です。 

 そして に、出産・子育てしやすい 環境

づくりに けては、私自ら率先してイク ス

言を行いました。子育て応援企 の登 の 大

やイク ス などを行って、子育て応援の

運が高まるように取り組んでいるとこ です。 

 こうした中で、育 ・ 護 が改 をさ

れ、男 が に育 を取 できるようになり

ました。こうしたことから、県としても男 の

育 取 率が上 するように、企 の取組を支

援しているとこ です。 

 具体的には、山口しごとセンターに配置して

いる バイザーや が企 問を行って、

デジタル を 用した 改善や レ ーク

の推進などの働き方改革を進めています。 

 こうした取組により 環境が改善され、男

の育 の取 の増加や社員の 率の低

下にもつながる事例が出てきていることから、

ン ジウ などを して、こうした成 事

例の や の企 の 及を ってまいりま

す。 

 そしてまた、多くの企 で男 の育 の

取 が進 ように、企 に支給する 金の予

算額を 年 の２倍以上に 大をしたとこ で

す。 

 私は、人口減少の に けて、 事と子育

ての 立の実現に取り組んでまいりますので、

高校生の さんもそれ れの立 で、人口減少

が続く 県の課題やその 策について考えて

みてください。 

議長（柳居俊学君）   

 部 。 

    〔 部  君登壇〕 

長（ 君）   

 護人 の 保・ 成についてのお尋ねにお
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答えします。 

 お年 りが み れた地 で安心して らし

ていくためには、質の高い 護サー スを安定

的に 供していくことが大変重要です。 

 こうした中、 議員お示しのとおり、高

化の進行等により 護人 の が見 まれて

いることから、県ではサー ス 供の要となる

人 の 保・ 成を るため、働きやすい

環境の整備や 員の資質の 上等に取り組んで

います。 

 具体的には、まず 環境の整備に けては、

事 者の 体的な取組を すため、 を対

象とした を実 するほか、 働環境の改善

や人 育成に 極的に取り組 事 所を、県が

働きやすい 護 として しており、引き

続きその 大に めてまいります。 

 また、 員の資質 上に けては、医療的

等の 的な知 や を習 する や、

経 年数等に応じてス ル プできる を

実 するなど、一人一人の状態に応じた 切な

護のできる人 の 成に取り組んでいます。 

 さらに、小中学生や高校生等を対象とした

護 の体 や 護 員による学校での出前

等を実 し、 護 のやりがいや を知っ

ていただくことで、 来の い手の育成につな

げています。 

 こうした中、 議員のように高い志を っ

て を学ばれている 者の 在を、非常に

もしく じています。県としましては、お年

りがその人らしく安心して生き生きと らせる

よう、 護サー スのさらなる充実に取り組ん

でまいりますので、高校生の さんは 護 を

来の の一つとして考えていただけるこ

とを 待しています。 

 

議長（柳居俊学君）   

 この際、 をいたします。 は

１ ３０分の予定でございます。 

   

 

  議 

議長（ 君）   

 前に引き続き会議を きます。 

 

   議  

議長（ 君）   

 

日 第３、 気な山口県をつくっていくため

の取組を議題とし、質問の議事を 続いたしま

す。 

 進高等学校、 君。 

    〔 君登壇〕（拍手） 

君 

 

 進高等学校２年の です。 

 私からは、小中学生の 登校の増加に対する

改善策について、３点質問をさせていただきま

す。 

 山口県の ２年 の 登校 生 の人数

は、小学生が １１人で前年よりも１１１人増

加、中学生が１ ５５人で前年よりも１３３人

増加となっています。また、日 全国での小中

学校の 登校 生 は、前年に べ、 １

５ ０００人増加しています。 

 登校の要 については、無気 ・ 安や
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人関 などと言われていますが、私は、増加し

ている理 の一つにインターネ の 及があ

ると考えます。 はス ー ンを所 す

る小学生が増え、子供たちの生 がス 中心

になる危険 を危 しています。ス 上で

ー や に 中になることで生 の

を したり、配 画内での った 報を

に けて安 な をしたりすることが 登校

の の一つとなっているのではないでしょう

か。 

 そこで、１つ目の質問ですが、このようなス

の依 状態が と考えられている 登校

の問題に対して、山口県として取り組んでいる

こと、または今 取り組んでいく予定のことは

ありますでしょうか。 

 現在学校では、スクール ウンセラーによる

ウセ ン を実 したり、保 登校を可能

にしたりするなど、様々な対応がされています。 

ただ、 登校の状態となると、 以 の

部の者と関わる が減り、 りや など

の を自分の中だけで しようとしてしま

います。そんなときに自分の ち ける 所で

先生や 人などの温かい言 を聞けるというこ

とは、とても安心できるものがあると思います。 

 私たちは、その手 の一つとして、インター

ネ を利用して ー で先生や ウンセ

ラーの を合わせながら定 的に面 したり、

ンラインで学校の様子を配 し、 内で

に 加したりする方 が取れるのではないか

と考えました。これらの方 で 登校状態の子

供が安心を じ、その 独 や りを らげる

ことができるのではないでしょうか。 

 そこで、２つ目の質問ですが、インターネ

を用いて子供たちと 部の者がコ ニ ー

ンを取る取組を山口県として実 していま

すでしょうか。 

 年、国は、 登校の 生 を対象に

な教育課 を 成できる 登校 例校の 置を

全国的に推し進めています。 

登校 例校は、 ースクールなどとは

なり、公的な教育 関であるため、 の学校か

ら 学でき、 常の小学校・中学校・高校等と

様の 資 を取ることができます。現在、

全国には公立・私立合わせて２１校の 例校が

置されていますが、山口県にはまだ 置され

ていません。 

 そこで、３つ目の質問ですが、県として、今

、 登校 例校を 置する考えはありますで

しょうか。また、 置に際しての課題等があり

ましたら、お聞かせください。 

 以上、３点質問します。御回答をよ しくお

願いします。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（ 君）   

 教育 。 

    〔教育  志君登壇〕 

長（ 君）   

 進高等学校、 議員の、 県における

登校 生 の増加に関する３点の御質問にお

答えします。 

 まず、ス ー ン の依 状態が と

考えられる 登校問題に対する、 県の取組に

ついてのお尋ねです。 

 インターネ の 及により、 生 を取

り く環境が大きく変化する中、 議員の言

われる、ス ー ン等によるインターネ

の依 については、国の調査においても

登校の要 の一つとして げられており、この

問題の に けては、これからのデジタル社

会において、 生 の さんが自ら し、

自 した 切な行 を取ることができるよう、

様々な取組を進める必要があると考えています。 

 このため、 学校では、 や 者と連

した ータイ安全教 やロン ー ルー

等において、ネ 上の った 報に振り回さ

れないことなど、 の 切な関わり方に

ついて学ぶ 会を けています。 

 また、 生 の さんがス ー ンに

依 しないようにするためには、保護者の方々

と して取り組 必要があり、県教育 員会

では、ス ー ンの利用 や置き 所等、

でのルールづくりに関する資料を 成し、

― 24 ―



 

保護者の方々に 報 供しているとこ です。 

 さらに、ス ー ン の依 が い 合

には、スクール ウンセラーや医療 関 の

につなげるよう支援をしており、こうした取

組を して、 や学校等と連 しながら、ス

ー ン の依 による 登校問題の

に めていきます。 

 に、インターネ を 用して 登校の子

供たちとコ ニ ー ンを取る取組につい

てのお尋ねです。 

 県教 では、これまでも や を利用

した教育 を行ってきましたが、 年 新た

に、１人１台タブレ を 用し、 生

がスクール ウンセラーや教 員と ンライ

ンで できる体 を整備しました。 

 これにより、 生 の さんと画面を し

てつながり、 を見ながら みや を け

め、問題を するよう めています。 

 また、 登校の子供たちに、 切な教育 会

を 保することも重要ですので、タブレ

を 用して教 を配付したり、自 と教 を

つないで に 加できるようにするなど、

や ンラインの を生かした学習支援に

も取り組んでいるとこ です。 

 県教 としましては、 登校の子供たちが必

要とする教育 や学習支援を けることがで

きるよう、取組の一 の充実に めていきます。 

 に、 登校 例校の 置についてのお尋ね

です。 

 登校 生 の支援に当たっては、一人一

人の状況に応じた学ぶ 会や 所を 保する

ことが重要であり、 登校 例校は、そのため

の な学びの一つと考えています。 

 このため、県教 では今 、市 教育 員会

や関 関と連 し、 県の 登校 生 の

実 やニー の に めるとともに、 登校

例校に関する課題を明らかにし、 置の可能

について していきます。 

 県教 としましては、今 も 生 一人一

人の状況に応じた 的な支援に取り組んでい

きますので、 さんも りに 席しがちな 人

がおられましたら、 をかけていただき、

その人の気 ちに り ってほしいと思います。 

 議員をはじめ、 さんが安心して充実し

た学校生 を られることを願っています。 

 

議長（ 君）   

 高等学校、小 さん。 

    〔小 さん登壇〕（拍手） 

 

 

 山口県立 高等学校、 ２年の小

です。 

 私からは、山口県独自の地方 生 の取組

について、２点質問をさせていただきます。 

 県独自の地方 生 といえば、県 に 置

された地方 生 レ ークの デル ス

が げられます。この

は、県 からの レ ーク 者の方を対

象とした地方 生を目的とするもので、なかな

か県内在 の高校生になじみ いものではあり

ません。 

 私たちは、地方 生かつ県内の 者のための

も必要なのではないかと考えました。高校

生ならではの視点と か

らのインス レー ンを け、考えた一つの

は、学生が利用する公 の自習スペース、学

生 をつくるというこ

とです。学生のために自習スペースを 保する

こと、また県内の高校生の学 上を視 に

れた取組をすることは、地方 生を目指すため

に必要な 的な地 社会づくりにつながると

考えます。 

 現 高校生は、県内の自習スペースに関して

― 25 ―



 

どのような思いを いているのか知るべく、

・下 ・ 市在 の 高校の１から３年生、

１０２人に ン ー を取りました。驚いたこ

とに、公 の自習スペースを いたいと思うと

答えた人は７０ もいるにもかかわらず、

実際に自習スペースを、よく う、 々 うと

答えた人は３ ２ しかいませんでした。 

また、どこで自習をしているのかという質問

で３ 目に多かったのは、 ェや公 等の

スペースを えて、 がランクインしています。 

 この プの には、自習スペースを利

用したいと思えない理 で げられた、自習で

きる が や学校から いため、無料で自習

できるスペースは がしくする利用者がいて

中できないから等の高校生の みがあることが

明らかになりました。 

 高校生が利用したいと思える自習スペースの

をまとめると、 の くなど いやすい立

地で やコロ 対策が されており、

高校生が いやすい 額 定で、 い部

りでも利用できる自習スペースが理想的である

との意見が多く せられました。 に、県の政

策として生 一人一人にタブレ を支給

しているため、学習の際、 を必要だ

と じる高校生は多いようです。 

 このような を たした学生のための自習

スペースを 保している自 体は、全国的に

しいと思います。 ン ー 結 からも分かる

とおり、学生 を待ち

望んでいる高校生は多くいます。この は、

全国に先 ける イデ として

に ぶ名高い金 になると して

います。 

 そこで、１つ目の質問です。 

をはじめとする地方

生 の増 についての現 での方針、ま

た 方 はどのようなものを考えていますか。 

 そして、２つ目の質問です。 

公 の自習スペースはもち ん、高校生の

学の意 を 上させるような づくりについ

て、県としてどのようにお考えでしょうか。 

 以上、２点を質問させていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（ 君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 高等学校、小 議員の御質問のうち、私

からは、地方 生 の増 や についての

お尋ねにお答えします。 

 県の 重要課題である人口減少に めを

かけ、地 を 化していくためには、県内に

人をとどめるとともに、県 からの新たな人の

流れを 出・ 大していくことが重要です。 

 このため、県では、コロ を に 及が

進 レ ークを 用して、都会での 事を続

けながら 県に する レ ーク や

・バ ー ンを しみながら レ ークを行

う ー ー ンを推進しています。 

 小 議員がお示しの

は、 年、全国で めて県 内に 置をした、

レ ーク を推進する であります。ほ

かにも、 県の の 関口である山口 部

内に、 ー ー ンの総合 内

というものを 置しています。 

 お尋ねの地方 生 の増 については、ま

ずはこの２つの 点 を に、市 や 事

者が 置した、７０を える関連 の数を

増加をさせていくことにより、都市部 レ ー

ーの れを 極的に進めてまいります。 

 に、 の方 については、様々な 会を

えて、 的な手 により 置 の 用を

極的に すことが重要です。 

 このため、 の に せて、山口県 レ

ーク・ ー ー ン総合 内サイ を

し、県内で レ ーク等が可能な の 報を

はじめ、 レ ーク 者の体 やプロ ー

ン 画などを しています。 

 また、 都 等の都市部に けた として

は、県内に レ ーク をされ、山口ならで

はの らしを 喫されている方を する ン

ラインセ ーなどを し、 知 の 上を
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っているとこ です。 

 こうした取組により、

は、一日 で２５名以上の方が利用され

ていますが、その ３ が県 の企 等に

されている方となっています。 

 これからは、 レ ークの 用により、

や 所にとらわれない な働き方ができる

となりますので、高校生の さんには、山口

県との関わりを大切にしながら、自分の 来の

や働き方について していただきたいと

思います。 

議長（ 君）   

 教育 。 

    〔教育  志君登壇〕 

長（ 君）   

 高校生の 学の意 の 上に けた づく

りについてのお尋ねにお答えします。 

 このたび小 議員が自ら ン ー 調査を実

し、その内 を分 してまとめ、調査結 を

踏まえた見 を べられたように、これからの

社会に められる資質能 を につけていくた

めには、自ら課題を発見し、その に けて

体的に学んでいくことが大変重要であると考

えています。 

このため県教育 員会では、全ての県立学校

に１人１台タブレ を整備して自 的な

学びを したり、コ ニ ・スクールを

して体 的・ 的な学びを進めたりするこ

とで、高校生が自ら学びに かうことができる

環境を整え、学習意 の 上に めているとこ

です。 

 お尋ねの高校生の 学の意 を 上させるよ

うな づくりについては、 学校の自習ス

ペースの充実に めるとともに、公立 や

公 等の 用についても、市 等に働きかけ

てまいりますので、こうした も上手に 用

しながら、自分の や関心に づいて 体的

に学んでほしいと考えています。 

 県教 としましては、高校生の さんが 報

を 用する や課題を する など、これか

らの社会に められる資質能 を につけられ

るよう、意 を高めて 学に取り組んでいくこ

とを 待しています。 

 

議長（ 君）   

 下関 大学付属高等学校、 さん。 

    〔 さん登壇〕（拍手） 

  

 

 下関 大学付属高等学校２年、

です。 

 私からは、高 化社会による山口県の

について、２点御質問させていただきます。 

 ２年 の厚生 働 資料によると、

２年 の全国の に 事する医 の 年

は ５ １ 、 療所に 事する医 の 年

は ０ ２ となっています。山口県の医

の 年 は５３ ３ で全国１位です。これ

らは、山口県内で医 として働く人 が少ない

ことと に、医療現 の の低下も 念さ

れる事 となります。 

 山口県は既に ３５ も高 化率が進んでい

ることが分かりました。全国の よりも１０

年 く高 化が進んでいるのです。医 の高

化や の が しくなり、 せざるを

ない状況になった 合、 されている 者さ

んにとっては大きな 安となるでしょう。 

 そこで質問です。 

高 化社会 と進んでいく中、県内の医療

事者の 事に 者が や関心が てるような

イベン などの取組を考えておられますか。 

 ２点目は、 による についてで

す。 ２年 において、山口県では は

出 要 を けてから現 に するまで ９
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分、 者さんが 療を け めるまでに

０分かかるそうです。 

２０２０年以降は新 コロ ウイルス

が全国的にも がり、 の 要が高くなり

ましたが、現在においては 対策の スク生

の もあるのでしょうか。熱中 が増えて

きています。 

今年の７ 、 の２か で熱中 によっ

て が利用された回数を調べた結 、山口

県では ０人が利用しています。この人数の

数以上の方が高 者であることが分かりまし

た。 

ほかにも の利用で も多いのが で、

に一 、３ 目に 事 です。このこ

とから、高 者だけにかかわらず幅 い年 の

利用があることが分かります。 

 しかし、先ほども しましたとおり、高 化

社会という視点から高 者の 利用率が増

えてくると予想されます。また、高 の方から

すると、 療 までの ０分 はとても く、

安な だと思います。 

 そこで質問です。 

少しでも く現 に が し、安心し

て 療が けられるように、必要とされる地

に の出張所を 置することはできないで

しょうか。 に 地においては重要と考えま

す。 

 御 が れていらっし る方々にとって、

員の方々は、安心できる 在だと思いま

す。今 、 もが山口県で安心して らしてい

けるよう、以上２点について御質問させていた

だきました。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（ 君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 下関 大学付属高等学校、 議員の御質

問のうち、私からは、山口県内の医療 事者の

人 保についてのお尋ねにお答えします。 

 私は、県 の さんが、 み れた地 で

で安心して らしていくためには、医療 供

体 を充実させること、このことが大変重要で

あり、とりわけ 来の山口県の医療を う 手

医 の 保が必要と考えています。 

 このため、県では、山口大学医学部や県医

会と連 し、県内で一定 すると 済

となる 学金 を け、 手医 の 保と

県内定 に めています。 

 また、大学 から 医療の知 ・

の習 まで、県内で一 した プが

できる 体 を整備しており、医学生を対象

とした合 明会の 等を じて、 県の充

実した 体 の を 極的に発 している

とこ です。 

 こうした取組により、 県の医 数は、

２年 点で３ ９１人、この１０年 で１０

人増加しているとこ ですが、 議員がお示

しのように、医 の 年 は全国一高いこと

から、 い方々が、医療に や関心を ち、

医 を目指していただくことが必要です。 

 このため、県では、より多くの高校生が、地

医療を学び考えることができる 会を られ

るよう、やまぐち地 医療高校生セ ーを

年 しているとこ です。 

 先 したセ ーでは、萩市の 島で働

く医 の や、地 医療の現状課題を学び、

理 を めていただいたとこ であり、引き続

き、こうした 会を じて、 者の医療に対す

る関心を高めてまいります。 

 また、医学生や 護学生等を対象としたやま

ぐち地 医療セ ーを県内 地で し、地

に を じ、地 に り った医療を 供

する、高い志を つ医療人 の育成に取り組ん

でいます。 

 さらに、県内の高校に出 いて、 県の医療

供体 の現状や 学資金 の 要、医療

関での 事例を するなど、医療に わる

事に を ち、医 を目指す 者を増やす

取組を一 進めてまいります。 

 私は、県 の 様が、安心して らせる医療

供体 の充実に めてまいりますので、
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議員をはじめ、より多くの 者の さんに、地

医療に関心を っていただくことを 待して

います。 

議長（ 君）   

 内 総 部 。 

    〔総 部  内 明君登壇〕 

長（ 君）   

 による についてのお尋ねにお

答えします。 

 高 者をはじめとする、県 もが み れ

た地 で で安心して らしていけるよう、

その 状に応じ、 かつ 切な 医療を

供できる体 を 保することは、極めて重要で

す。 

 お尋ねの や出張所については、市 地

の 内の人口に応じて、目 とすべき整備水

準を国が定めており、 事 を う 市 に

おいて、これを目 としつつ、道 事 や

の など、地 の実 も しながら、必

要な地 に 置をしているとこ です。 

 こうした中で、中山 地 や 人 島を多く

えている 県の を踏まえて、県では、医

や 護 が 乗する クター や

きらら を運 し、 に関わる重 な

者に対する な 療の実 や、

センター等 の の体 を 保しているとこ

です。 

 加えて、県では、 な 気やけがをした際に、

を ぶべきかどうかなど、医 や 護

等 ２ ３ ５日 できる 安心

センター事 、いわ る ７１１９ を実

しており、 の 安 減だけでなく、

の 利用、 いては の にも

つなげています。 

 県としては、 地の高 者をはじめ、県

の らしの安心・安全を るため、引き続き、

市 や 関等とも緊 に連 しながら、

必要な 医療が かつ 切に 供できる体

の 保を ってまいります。 

 

議長（ 君）   

 山口 高等学校、 上 飛君。 

    〔 上 飛君登壇〕（拍手） 

君     

 

 山口県立山口 高等学校２年生の 上 飛

です。 

 私からは、生 習 の対策について、２

点質問させていただきます。 

 １点目は、生 習 に対する県 の関心を

高めることについてです。 

 山口県の 増進課の ー ページによると、

県内の全 の 数以上が生 習 に関連す

るものでした。 

しかし、この生 習 に関する現状を理

し、自 や りの人の生 習 の改善につなげ

ることができている人は、 に い におい

ては多くないように じます。 

県 に生 習 に関する山口県の現状を

く知ってもらい、一人一人の生 習 の改善に

つなげてもらうことで、 を し、少

子高 化が進 中にあっても、 あ れる山

口県をつくっていくことができるのではないで

しょうか。 

私たち い も、生 習 に関する関心を

高め、自分自 の を るとともに、 りの

や の の方にも く でいてもら

えるよう になりたいと思っています。 

 そこで、１つ目の質問です。 

い に対して、生 習 に関する山口

県の現状を く知らせるために、ユーチ ーブ

や を 用し、 報発 をより 極的に行

うことはできないでしょうか。 

 ２点目は、県 の生 習 の改善に対する支
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援についてです。 

 山口県では、 もがやまぐちでいつまでも

いきいきと らせる づくり を目 に、県

の づくり対策に取り組んでいます。 

また、 やまぐちサ ー ス ー ンの

ウェブページで、 づくりや生 習 に関

する様々な 報を発 しています。 

 しかし、厚生 働 の 年国 ・

調査によると、 人に１人が 習 ・運 習

を、関心はあるが改善するつもりはないと回

答しています。改善するつもりがある人につい

ては、 な 習 や運 習 定 の げとな

る点として、 事（ 事・育 等）が しくて

がないことと回答した 合が も高くなっ

ています。 

このような状況の中で、生 に われて

意 を てない、 を れないといった人た

ちに働きかけを行い、 差を 小していく

ことがますます重要になってきています。 

私たちは、一生 働き、生 に われる人

が を失ってしまう山口県にはなってほしく

ないと思っています。 

 そこで、２点目の質問です。 

や地 で、 い と や の

が一 になって生 習 の改善に取り組 イベ

ン をこれまで以上に充実させることはできな

いでしょうか。 

私たちは、 や 、 な大人のことを

大切に思っていますし、 でいてほしいと思

っています。しかしそれを えることは、

ずかしく じ、なかなかできていません。 

生 習 の改善に取り組 をきっかけと

して、私たち い から、 を大切にして

ほしいこと、生 習 を見 してほしいことな

どを えることができるのではないかと考えて

います。人とのつながりの中で、山口県 が自

の や生 習 に関心を高める 会となっ

てほしいと思っています。 

 以上、２点について質問させていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（ 君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 山口 高等学校、 上議員の御質問のうち、

私からは、県 の生 習 の改善に対する支援

についてのお尋ねにお答えします。 

 県においては、がん、心 、

の 大生 習 が の 数を めているこ

とから、県 もが生 を じて、 やかに心

かに生 するためには、生 習 の改善など、

体的に づくりに取り組 ことが重要と考

えています。 

 また、 づくりは、無理なく しく 続的

に取り組 ことが大切であることから、 上議

員のお示しのとおり、 や地 で、 い

と や の３ が一 になって取り組め

る環境の整備が必要です。 

 このため、県では、 づくりのきっかけと

なるよう、 用サイ やまぐちサ ー

ス ー ン を し、県内で される

やウ ー ン 大会など、 と一 に

しめるイベン 報を く発 しています。 

 また、 等から 学ぶ 会として、

づくりに関する ーラ を実 しており、

今 ２ 日には、生 習 の や予 を

ー に、山口市で することとしています。 

 この ーラ に、 多くの方々に と

一 に 加をしていただき、御自 の生 習

を見 し、 ぐるみでの づくりにつなげ

ていただきたいと考えています。 

 さらに、県 の 様が日常的に、気 に し

みながら づくりができるよう、県では、ス

ー ンを 用した、やまぐち プ

を 発し、現在５ ウンロー を えるなど、

多くの方に利用いただいています。 

 この プ は、年 、地 、企 、 、

人単位で、 ー で 数を い合う 能が

あり、こうした 能を 用した取組を一 充実

してまいります。 

 人生百年 と言われる中、私は、 もが

で 気に できる社会の実現に けて、県
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の 様の 体的な づくりを支援してまい

ります。 

 い は、生 習 が定 する重要な

です。 上議員をはじめ、高校生の さんも、

な方を って、自らの づくりに取り組

んでいただきますようにお願いします。 

議長（ 君）   

 部 。 

    〔 部  君登壇〕 

長（ 君）   

 生 習 の 知と対策についてのお尋ねの

うち、県 の関心を高める取組についてお答え

します。 

 生 習 の予 には、 気と 切な生 習

に関する県 の理 を めていただくことが

重要であることから、県では、生 習 の現

状や づくりの 知 等を ー ページに

掲 し、 く 知に めているとこ です。 

 知に当たっては、 上議員のお示しのとお

り、 い に、 気について理 していただ

くとともに、 い さんのお もお りしなが

ら取り組んでいくことが必要と考えています。 

 このため、県では、より多くの い に関

心を っていただけるよう、 ー ページに加

え、今 は、 い方が日常的に利用している

等を 用し、生 習 に関する 報発

の充実に めてまいります。 

 また、県内の大学生等を対象に に関する

知 を学び、 や 人等 める を う、

やまぐち 応援学生サ ーターを 成してい

るとこ です。 

 このサ ーターは、自ら づくりを実 す

るだけでなく、 の 意 の 上や、

等の生 習 の改善などの 発 にも取り

組んでいただいており、そのさらなる 充に

めてまいります。 

 県としては、県 げて づくりを実 す

ることができる環境づくりに け、今 とも、

報発 に 極的に取り組んでまいりますので、

上議員をはじめ、高校生の さんも御 い

ただきますようお願いをいたします。 

 

議長（ 君）   

 高水高等学校、 純 君。 

    〔 純 君登壇〕（拍手） 

君 

 

 高水高等学校２年、 純 です。 

 私からは、 資 をさらに 用する具体的

な取組に関して、２点ほど質問させていただき

ます。 

 まず、 での 地の 報発 について

です。山口県には、萩 や 下村 など５

か所の 産があります。 

しかし、 に い には山口県に 産

があることを知らない人が多くいると思います。

その は十分に発 されているのか 問に思

います。 

そこで、 の運営を高校生とともに行う

ことを考えました。高校生の意見を取り れな

がら発 することで、 い により しみや

すく、 的な プローチができると考えます。 

 また、一つの具体的な取組としては、県内の

高校や大学などで、山口県を 化させるイベ

ン や企画のコン ス を行うことを考えまし

た。 

な は、実際に県の取組の一つとして採

用するとよいと思います。県の 化に高校生

や大学生が わることで、県 としての意 が

生え、 るさとである山口県に が きま

す。さらに県の 化について を ち、

極的に取組に 加する い が増えることで、

を う人 の育成にも 立ちます。 

 そこで、１つ目の質問をさせていただきます。 
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に い が ある 資 に を

ってもらうためには、実際に などで い

の視点で を発 することが必要だと思

いますが、そのような取組について、具体的に

はどのようなことをお考えでしょうか。 

 に、 地 の クセスについてです。 

例えば、 国 の クセスです。

現在、 行くためには様々な 手 が

ありますが、ここではバスを例に げたいと思

います。 

国市の ー ページによると、 国

と を結ぶバスは１０から１５分 に運行

されています。しかし、 行くバスは

中経 地が多く、 がかかります。 

そこで だけに らず、 定の 地に

ルバスや 環バスを運行するとよいと考

えます。乗 えが少ないほうが の も

少なくなり、気 に れることができます。ま

た、 から 地 の乗合タク ーなども、

にとっては 手 が増え、 利になる

と思います。 

 そこで、２つ目の質問をさせていただきます。 

地 の クセスの利 を高めるた

めに、 ルバスや 環バスの 、乗合タ

ク ーの運行などが げられますが、このよう

な クセスの充実について、今 、どのよ

うな取組をお考えでしょうか。 

 以上、２点に関して質問させていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（ 君）   

 村岡知事。 

    〔知事 村岡嗣政君登壇〕 

知事（村岡嗣政君）   

 高水高等学校、 議員の御質問のうち、私

からは、 い の視点での 発 について

のお尋ねにお答えします。 

 県には、お示しの萩市の 産など、明

維新 の地としての多くの 的 化 産

をはじめ、 かな自然 や心安らぐ 質な温

、さらには、 々の多 な ル など、

全国に れる 的な 資 にあ れています。 

 私は、こうした 県の 的な 資 を、

もっと多くの 者に知っていただきたいと考え

ており、そのためには、 い の視点を踏ま

えた 的な 報発 が大変重要です。 

このため、県では、県内在 の２０ の 者

を 県 の を えるライターとして 用

し、 い の視点での 行記事をウェブサイ

に掲 するとともに、 を 用し、 い

の目 による、 県の様々な 報を

極的に発 しているとこ です。 

また、山口県立大学の学生を やまぐち

の ン ン に し、 内でのおも

てなしや の 内を行うとともに、学生

ならではの視点で パン レ を 成する

など、 い と連 した取組を実 している

とこ です。 

 さらに、今年 新たに 行 の や年

ごとに なる 告を発 する取組を実

しており、 者に対しては、その や な

どに して、 県の な 報を 的に発

することとしています。 

加えて、県では、 年大学生のインターン

プを け れており、その中で い に

しみやすく、関心の高まる 手 等について

の意見 を行い、 的な 県の 発 に

つなげているとこ です。 

 私は、御 の イデ も 考とし、今 と

も い の視点をしっかりと踏まえながら、

極的かつ 的な 報発 に取り組んでまい

ります。 

 議員をはじめ、高校生の さんにも、

い かな を生かして、 などでどんど

んと山口県の を発 していただくようにお

願いします。 

議長（柳居俊学君）   

 ス ー 化部 。 

    〔 ス ー 化部  君

登壇〕 

長（ 君）   

 地 の クセスについてのお尋ねに

お答えします。 
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 多くの 的な 地を する 県において、

こうした 地 のバスや乗合タク ー等によ

る クセスの 保、充実を ることは、

のみならず、地 の利 を高める上

でも大変重要です。 

このため、現在、 産を する萩市や

等の 地を する 市においては、高

バスやジ ン タク ーによる新山口 からの

行 が運行されるなど、 市 による 地

の クセスの充実に けた取組が行われ

ています。 

また、県としても、 の での 遊

進を るため、 温 から 島大 や

社などを る 遊バスの運行や、 と

の連 によるクルージン バスの実 運行を支

援しているとこ です。 

 さらに、今年 、 市や 市と連 し、

山口 部 と 温 や道の お く等

を 結する乗合タク ーの実 運行を行うなど、

乗 えが 要で利 の高い、新たなルー

にも取り組んでいます。 

加えて、山口 部 と下関 を結ぶ 連

バスが されたことに い、これに わる

乗合タク ーの運行を支援しているとこ であ

り、 から 市 や 下 など の

の クセスを維 ・ 保しているとこ

です。 

 県としては、今 とも の一 の利

上に け、県内 地 の クセスの充

実に 極的に取り組んでまいります。 

議長（柳居俊学君）   

 これをもって、高校生議員による質問を わ

ります。 

 

    

議長（柳居俊学君）   

 日 第 、意見 、 事 減少に け

た自 道整備を める意見 を議題といた

します。 

 これより、 理 の 明を めます。 

 学園高等学校、村岡 多君。 

    〔村岡 多君登壇〕（拍手） 

村岡 君   

 

 学園高等学校２年、村岡 多です。 

 私たち山口・ 地 は、 事 減少に

けた自 道整備を める意見 を いたし

ます。 

 私たち高校生が に利用する 手 とし

て自 がありますが、自 と 、 行者

の 事 が県内でも多数発生しています。県

内の 道を 行する際、自 と の が

く、危険な 所は少なくありません。また、

行者と自 が じ一つの 道を利用してい

ることが での 事 が多いことが げら

れます。 に、学校 の道 が い 合が多

いことや、 の多い道 に面している学校

が多く、 学 には危険な 面が 々見られ

ます。 

 そこで、これらの問題を するために、私

たちは自 道の整備を いたします。自

が安全に 行できる道 整備を めることで、

行者や自 の安全 保にもつながります。

に、学校 や の多い道 において、

行者、自 、自 それ れが安全に 行

できる道 の整備を行うことで、 男 問わ

ず安心・安全に みやすく、生 しやすい に

なると考えたからです。 

 また、 年、地 温 化の進行する中で、

化 の 出のないク ーンな 手 とし

て自 の利用は注目 が高まっています。自

の利用を 進していくためにも、 行者と

自 が分 された 行 の整備に取り組

必要があります。 

 そのほかにも、公 関が充実していな

― 33 ―



 

い地 を多く える 県では、自 を 手

として する方は多くなっています。さら

に、高 化が進 が県で、 バスの 等、

地 公 サー スをめぐる環境が しさを

増す一方、高 者の運 者数が年々

増加し、高 者で自 を 手 として利用

する方は年々増加傾 になると私たちは考えま

す。県内の 事 による 者、 者とも

に高 者が多く、一 の注意が必要なものとな

ります。 

 これから自 を利用する人が、安全にルー

ルを って利用できるように、そして、 か

ら ・ 学や 手 として自 を利用す

る方が、より安全で 利な 化 の 出の

ないク ーンな 手 として利用できるよう、

自 道の整備を めます。 

 年１１ １日、第 回やまぐち高校生

県議会議員一 。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

議長（柳居俊学君）   

 ただいま議題となっております意見 につ

きまして、 ちに採 に ります。 

 は のとおり することに 成の 君

の 立を めます。 

    〔 成者 立〕 

 

議長（柳居俊学君）   

 立全員であります。よって、意見 は

のとおり可 されました。 

 どう お りください。 

 

 議  

議長（柳居俊学君）   

 日 第５、高校生議員 による 意 明の

を議題といたします。 

 意 明に関わる発言の 出がありますので、

これを します。 

 大 高等学校、 依 さん。 

    〔 依 さん登壇〕（拍手） 

   

 

 高校生議員 、大 高等学校日置校

３年、 依 です。 

 日は、第 回やまぐち高校生県議会を

していただき、心より し上げます。 

 事前学習会や 日の議 での質問など、

の学校生 では経 できない多くの学びを る

ことができました。 

 に された事前学習会の中で、山口県

の 重要課題は人口減少と少子高 化であると

いうお を いました。山口県の人口は

１年以降減少が続いています。 

 国においても、 成２０年を ークに人口は

減少しており、 ３５年には、人口が１ 人

を り と推 されています。こうした中、

山口県では、やまぐち維新プランで、妊娠・出

産、子育てと続く切れ目のない支援を行ってお

られます。それもあってか、 ３年の山口県

の合 出生率は１ ９で、全国 の１

３０を上回っています。一方、 ターン支

援など、 かな自然と温 な気 に まれた山

口県 の 進に取り組んだり、やまぐち維

新プランにより働きやすい環境を整えているに

も関わらず、国立社会保 ・人口問題 所に

よる第 回人口 調査では、山口県の ター

ン率は全国 の ３ ７ を下回る ０ ０

でした。 
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 山口県が みやすく働きやすい、そして、子

育てしやすい地 であるという が県内 に

していないのか、現状は 出 が続いて

います。 

 私たちは 報発 にたけた です。私たち

高校生が山口県の をしっかり学び、体 し、

実 することで、 にそれ れの 所で山

口県の つ多 な を く えられればと思

います。 

 今年 に が改 され、成年年 が１

に引き下げられました。私たちは在学中に成

年を え、大人として社会に出ていくことにな

ります。 

 年の 議 議員 では、山口県の投 率

が 下位であったとのニ ースを見ました。中

でも２０ 以下の投 率は しく低く、私たち

者が政 を自分ごととして え、 に 極

的に 加する必要があると じました。私も一

人の社会人として、必ず に 加します。 

 結びに、山口県 の一員として 続可能な未

来社会の 出に し、 みな る山口

県 の実現のため、 極的に し続けること

を 言し、 意 明とさせていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

 

議長（柳居俊学君）   

 以上をもって、 日のやまぐち高校生県議会

に付議された事 は全て議 をいたしました。 

 

  議長  

議長（柳居俊学君） 

 

 会に当たり、一言御 を し上げます。 

 高校生の さん、 日は大変お れさまでご

ざいました。 

 さんのはつらつとした発言や なまなざ

しで議 に を傾けておられるお姿は、 にす

ばらしいものがございました。 

 また、どの御質問や御 も山口県が 面を

する課題について高校生 が議 をし、

に き合う中で生み出されたものであ うと大

変心 く じたとこ であります。 

 高校生議員の 様には、今 の高校生 がよ

り充実をしたものとなるようお りをしますと

ともに、これからの山口県のために、 とも

様々な面で御 をいただけることを念願をい

たしております。 

 わりに、 日の高校生県議会に御 加を

いた高校生の さん、御 を きました 学

校の先生方、保護者の 様方、また、村岡知事

をはじめとする県 行部の 様に改めて御 を

し上げ、 会の御 といたします。 

 

議長（柳居俊学君）   

 これをもって、第 回やまぐち高校生県議会

を 会をいたします。 

 様、大変お れでございました。ありがと

うございました。 
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